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２
月
17
日
に
積
丹
町
交
通
安
全
指

導
員
会
（
川
井
順
應
会
長
）
の
出
初

式
が
２
月
17
日
、
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
30
分
に
美
国
神
社
で
今

年
一
年
の
交
通
安
全
を
祈
願
し
、
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
出
初

式
で
は
、
川
井
会
長
の
式
辞
に
続
き
、

松
井
町
長
、
畑
田
善
博
余
市
警
察
署

長
、
福
井
貞
吉
町
交
通
安
全
協
会
長

か
ら
激
励
と
感
謝
の
こ
と
ば
が
あ
り
、

川
井
会
長
か
ら
「
私
た
ち
19
名
の
町

交
通
安
全
指
導
員
は
、
今
日
か
ら
ま

た
、
心
を
新
た
に
し
、
一
丸
と
な
っ

て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
進
め
ま

す
。」
と
力
強
く
交
通
安
全
宣
言
を

　

ま
た
、
出
初
式
に
先
立
ち
、
長
年

に
わ
た
り
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
さ

れ
た
交
通
安
全
功
労
者
と
優
良
運
転

者
合
わ
せ
て
23
人
と
６
団
体
に
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◆
㈶
全
日
本
交
通
安
全
協
会

緑
十
字
銅
章

【
優
良
運
転
者
】

　

山
田
　
　
孝
さ
ん（
神
岬
町
）

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

播
磨
　
昭
彦
さ
ん（
美
国
町
）

◆
北
海
道
警
察
本
部
長
・
北
海
道
交

通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

本
間
　
博
之
さ
ん（
美
国
町
）

◆
北
海
道
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

的
場
　
無
縫
さ
ん（
美
国
町
）

　

羽
根
田
公
彦
さ
ん（
入
舸
町
）

【
交
通
安
全
功
労
団
体
】

　

入 

舸 

婦 

人 

会

　
余 

別 

婦 

人 

会

　
美 

国 

宝 

寿 

会

　
入
舸
老
人
ク
ラ
ブ

◆
北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
・
札
幌

方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
連
名
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

福
井
　
貞
吉
さ
ん（
美
国
町
）

【
優
良
運
転
者
】

　

笹
山
　
義
治
さ
ん（
美
国
町
）

◆
札
幌
方
面
交
通
安
全
協
会
会
長
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

大
川
　
靖
夫
さ
ん（
日
司
町
）

　

外
崎
　
晃
記
さ
ん（
来
岸
町
）

　

野
宮
　
敏
範
さ
ん（
神
岬
町
）

【
交
通
安
全
功
労
団
体
】

　

積
丹
町
立
美
国
小
学
校

　
積
丹
町
立
日
司
小
学
校

【
優
良
運
転
者
】

　

杉
山
　
　
賢
さ
ん（
入
舸
町
）

◆
余
市
地
区
交
通
安
全
協
会
連
合
会

会
長
表
彰

【
交
通
安
全
功
労
者
】

　

菊
地
　
英
徳
さ
ん（
美
国
町
）

【
優
良
運
転
者
】

　

船
田
　
美
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

村
木
　
妙
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

近
藤
眞
記
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

佐
々
木
貴
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

馬
場
　
晶
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

藤
田
　
治
美
さ
ん（
野
塚
町
字
丸
山
）

　

白
取
ま
り
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

鎌
田
勢
津
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

佐
々
木
真
一
さ
ん（
美
国
町
）

　

菊
地
　
栄
子
さ
ん（
美
国
町
）

　

佐
藤
　
泰
雄
さ
ん（
野
塚
町
）

　

㈱
田
中
組
（
札
幌
市
）
は
、
１

月
25
日
に
公
共
施
設
利
用
者
の
救

命
措
置
に
役
立
て
る
た
め
、
町
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
10
月
に
着
工
し
た
一

般
国
道
２
２
９
号
積
丹
町
余
別
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
竣
工
に
合
わ
せ
、

こ
れ
ま
で
作
業
所
に
設
置
し
て
い

㈱
田
中
組

が
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈

こ
た
ん
で
藤
瀬
慈
浩
現
場
代
理
人

か
ら
松
井
町
長
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
の

ほ
か
交
換
用
の
電
極
パ
ッ
ト
な
ど

時
価
35
万
円
相
当
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
岬
の
湯
し
ゃ

こ
た
ん
に
設
置
さ
れ
、
訪
れ
る
年

間
10
万
人
の
利
用
者
の
安
全
を
見

守
り
ま
す
。

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

役
立
て
て
も

ら
お
う
と
寄

贈
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

こ
の
日
、

岬
の
湯
し
ゃ

（札幌市）

利
用
者
の
安
全
に
役
立
て
て

読
み
上
げ
、

今
年
一
年

の
交
通
事

故
防
止
へ

の
決
意
を

新
た
に
し

ま
し
た
。
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に
は
、
道
内
の
小
学
生
か
ら
一
般
ま

で
２
５
９
点
が
応
募
、
町
内
で
は
、

３
校
か
ら
14
作
品
、
一
般
か
ら
１
作

品
の
合
計
15
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
第
１
部

入
賞

　

佐
藤
は
る
か
さ
ん
（
野
塚
小
１
年
）

　

高
野
　
夏
海
さ
ん
（
野
塚
小
２
年
）

　
（
合
同
作
品
）

　

三
上
　
琴
加
さ
ん
（
日
司
小
２
年
）

佳
作

　

西
川
亜
依
里
さ
ん
（
美
国
小
１
年
）

　

北
海
道
統
計
協
会
が
主
催
し
、
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
統
計
グ
ラ
フ

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
美
国
、
日
司
、
野

塚
小
学
校
の
児
童
８
作
品
と
一
般
か

ら
１
作
品
が
入
賞
、
ま
た
、
日
司
小

学
校
と
野
塚
小
学
校
が
学
校
賞
を
受

賞
し
、
２
月
７
日
に
各
小
学
校
で
表

彰
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伝
達
式
で
は
、
川
井
順
應
町
統
計

調
査
員
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

昭
和
28
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
統
計

に
つ
い
て
の
理
解
と
表
現
技
術
の
向

上
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
今
年

で
58
回
を
数
え
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

▼
第
２
部

特
選

　

佐
藤
　
優
花
さ
ん
（
日
司
小
３
年
）

佳
作

　

柏
崎
　
未
羽
さ
ん
（
日
司
小
３
年
）

　

生
駒
　
香
織
さ
ん
（
野
塚
小
３
年
）

▼
第
３
部

入
賞

　

西
川
亜
紗
加
さ
ん
（
美
国
小
５
年
）

佳
作

　

吉
田
　
拓
海
く
ん
（
日
司
小
６
年
）

▼
第
５
部

入
賞

　

西
川
　
里
佳
さ
ん
（
美
国
町
）

▼
学
校
賞

　

第
１
部　

野
塚
小
学
校

　

第
２
部　

日
司
小
学
校

▲日司小学校

▲野塚小学校

▲美国小学校

▲後志教育局長から後志管内教育実践表彰を受け
る富士谷会長（左から３人目）と会員（左２人）

　

２
月
21
日
に
後
志
管
内
教
育
の
振

興
に
特
に
実
績
が
顕
著
な
も
の
を
表

彰
す
る
平
成
22
年
度
後
志
管
内
教
育

実
践
表
彰
が
、
幌
武
意
太
鼓
育
成
会

（
富
士
谷
哲
朗
会
長
）
に
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
２
年
４
月
30
日
に
幌
武
意
小

学
校
児
童
６
人
と
地
域
住
民
の
合
計

24
人
で
結
成
さ
れ
た
幌
武
意
太
鼓
育

成
会
は
、
現
在
は
40
人
の
会
員
が
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
は
、

平
成
22
年
３
月
に
活
動
の
拠
点
と
な

っ
て
い
た
幌
武
意
小
学
校
が
閉
校
し

た
後
も
続
け
ら
れ
、
現
在
も
積
丹
ソ

ー
ラ
ン
味
覚
祭
り
や
町
総
合
文
化
祭

に
出
演
す
る
な
ど
の
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
幌
武
意
太
鼓
を

地
域
芸
能
と
し
て
の
定
着
に
向
け
取

り
組
む
姿
勢
が
、
文
化
意
欲
を
高
め

る
と
と
も
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成

や
郷
土
を
愛
す
る
心
の
育
成
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
と
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

受
賞
を
受
け
た
富
士
谷
会
長
は

「
幌
武
意
地
区
が
こ
れ
か
ら
も
幌
武

意
太
鼓
を
通
し
て
、
活
気
の
あ
る
地

域
と
な
り
ま
す
よ
う
に
会
員
一
同
、

精
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
活
動
を
続
け
ら
れ
、
い
つ

ま
で
も
地
域
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。




